


































































































































































































































































































































































































15) March & Simon, (1958) の訳書では，プランニングのグレシャムの法則
という訳が当てられているが，本稿では，上原に倣い，計画のグレシャム原
理という語を用いる。
16) March & Simon, (1958)，訳書，283ページ。
17) 上原（1999），145 ページ。
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31) Brown & Eisenhardt, (1995) , p. 371, Green (1995) , pp. 229-231，Roth-
well et al. (1974), pp. 260-266, 川上（2005），177 ページ。
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